
醗
摺
．
園

循
蜘
態

贈寄
氏

所
行

発

社
会
改
造
と
企
業

社
会
改
造
と
企
業

戦
時
経
済
講
話

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
経
済
政
策

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
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凡

例

一
、
本
巻
に
は
概
ね
経
済
政
策
、
社
会
政
策
に
属
す
る
諸
問
題
を
取
上
げ
た
上
田
貞
次
郎
先
生
の
主
要
著
書
並
び
に
論
文
を
収
録
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
経
済
の
特
質
に
深
く
関
連
す
る
も
の
は
、
第
七
巻
に
譲
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
収
録
し
た
分
と
内
容
の
殆
ん
ど
重
複
し
て

　
い
る
論
文
並
び
に
比
較
的
重
要
で
な
い
論
文
は
割
愛
し
た
が
、
そ
れ
等
の
題
目
は
本
全
集
最
終
巻
の
「
著
作
目
録
」
に
つ
い
て
み
ら
れ

　
た
い
。

　
　
本
巻
の
内
容
は
、
昭
和
十
八
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
第
二
巻
ま
で
出
版
さ
れ
た
あ
と
戦
災
の
た
め
中
絶
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
前

　
回
の
上
田
貞
次
郎
全
集
の
、
第
四
巻
「
経
済
政
策
」
と
し
て
刊
行
す
べ
く
収
録
整
備
さ
れ
て
い
た
著
書
論
文
の
目
録
に
主
と
し
て
随
い
、

　
こ
れ
に
数
篇
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
巻
に
収
め
た
単
行
本
は
二
冊
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
『
社
会
改
造
と
企
業
』
は
、
大
正
十
年
の
初
版
本
で
は
な
く
、
増
補
改
訂
さ

　
れ
た
大
正
十
五
年
版
に
拠
っ
た
。
ま
た
『
戦
時
経
済
講
話
』
は
第
一
次
大
戦
を
取
扱
っ
た
大
正
四
年
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
昭
和

　
十
三
年
に
は
先
生
の
編
著
に
な
る
同
名
の
論
文
集
が
出
て
い
る
。
こ
の
な
か
の
先
生
執
筆
の
巻
頭
論
文
が
本
巻
に
は
「
戦
時
経
済
の
輪

　
廓
」
と
し
て
第
二
部
の
最
終
に
収
め
て
あ
る
。

三
、
著
書
論
文
は
、
内
容
か
ら
み
て
便
宜
上
こ
れ
を
三
部
に
整
理
し
た
。
主
と
し
て
社
会
主
義
及
社
会
政
策
に
関
連
す
る
も
の
を
第
一
部

　
に
、
戦
時
経
済
を
取
上
げ
た
も
の
を
第
二
部
に
、
概
ね
一
九
三
〇
年
代
の
経
済
政
策
を
取
扱
っ
た
も
の
を
第
三
部
に
集
め
、
社
会
事
業

　
講
座
に
寄
せ
ら
れ
た
「
経
済
学
概
論
」
も
便
宜
上
こ
X
に
収
め
た
。



四
、
著
書
論
文
を
収
録
す
る
に
当
っ
て
は
仮
名
使
い
、
送
り
仮
名
、
使
用
漢
字
な
ど
原
則
と
し
て
基
礎
資
料
と
な
っ
た
出
版
物
の
そ
れ
に

　
従
い
、
全
体
の
統
一
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
た
だ
明
ら
か
に
誤
植
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
訂
正
し
た
。

　
　
ま
た
第
二
部
の
「
英
国
に
お
け
る
戦
時
動
倹
論
」
は
片
仮
名
の
論
文
で
あ
っ
た
が
、
本
巻
で
は
平
仮
名
に
改
め
、
第
三
部
の
「
米
国

　
の
景
気
挽
回
策
」
は
片
仮
名
横
書
き
特
殊
の
仮
名
使
い
で
あ
っ
た
が
、
本
巻
で
は
仮
名
使
い
は
そ
の
ま
エ
と
し
、
平
仮
名
縦
書
に
改
め

　
た
。

五
、
引
用
さ
れ
て
い
る
法
律
等
も
、
執
筆
当
時
の
ま
x
と
し
、
そ
の
後
法
律
改
正
が
あ
っ
て
も
本
巻
で
は
こ
れ
を
改
め
な
い
こ
と
に
し
た
。

六
、
外
国
入
名
、
外
国
地
名
、
外
国
語
等
も
発
表
さ
れ
た
出
版
物
の
表
記
を
そ
の
ま
玉
踏
襲
し
、
全
巻
を
通
じ
て
統
一
す
る
こ
と
を
し
な

　
か
っ
た
が
、
同
一
著
書
、
同
一
論
文
の
中
で
は
な
る
べ
く
統
一
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

七
、
書
名
、
雑
誌
名
を
表
す
括
弧
は
『
…
…
』
を
用
い
、
雑
誌
論
文
に
は
「
…
・
：
」
を
用
う
る
こ
と
に
し
た
。

八
、
引
用
文
、
引
用
句
、
引
用
語
は
「
…
…
」
の
括
弧
で
示
す
こ
と
玉
し
、
そ
の
申
で
更
に
引
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
『
…
・
：
』
を

　
用
う
る
こ
と
に
し
た
。

九
、
本
巻
の
編
成
は
太
田
英
一
、
松
尾
弘
の
両
名
が
当
り
、
校
正
は
宇
津
木
正
を
煩
は
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
英
一
、
松
尾
弘
　
記
）
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…
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…
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一
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螢
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三
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・
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盆
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…
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・
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螢
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問
題
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…
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問
題
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…
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解

説

説解

珊
　
本
巻
に
収
め
た
も
の
は
単
行
本
二
冊
と
論
文
二
二
篇
で
あ
り
、
単
行
本
の
う
ち
一
冊
は
、
一
三
篇
の
論
文
を
収
め
た
論
集
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
取
上
げ
ら
れ
た
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
概
ね
経
済
政
策
の
範
囲
に
属
す
る
。
し
か
し
、
経
済
政
策
上
の
問
題
で
も
日
本

経
済
の
特
質
に
深
く
関
連
す
る
も
の
は
、
第
七
巻
に
収
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
執
筆
又
は
発
表
の
時
期
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）

か
ら
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
年
）
ま
で
の
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
る
が
、
論
文
数
の
直
々
三
分
の
二
は
単
行
本
と
共
に
大
正
四
年
か
ら

十
二
年
ま
で
の
九
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
人
類
最
初
の
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
そ
の
終
り
頃
に
は
ロ
シ
ア
に
「
社
会
主
義
」

革
命
が
起
こ
り
、
や
が
て
民
主
々
義
、
社
会
主
義
の
運
動
、
労
働
運
動
な
ど
が
謡
講
の
火
の
如
く
世
界
各
地
に
拡
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
運

動
は
日
本
に
も
及
び
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
華
や
か
な
頃
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
上
田
先
生
と
し
て
も
四
十
歳
前
後
の
脂
の
乗
っ
た
壮
年
期
に

当
る
。
そ
の
後
昭
和
二
年
の
恐
慌
、
四
年
に
は
世
界
不
況
、
五
年
に
は
金
解
禁
に
よ
る
デ
フ
レ
、
翌
年
に
は
満
洲
事
変
の
突
発
が
あ
り
、

日
華
事
変
後
戦
時
体
制
に
入
っ
た
。
こ
の
慌
し
い
約
四
分
の
一
世
紀
の
あ
い
だ
に
先
生
の
著
書
論
文
の
多
く
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
う

ち
本
巻
に
収
め
た
も
の
は
、
社
会
主
義
及
社
会
政
策
に
関
す
る
も
の
、
戦
時
経
済
に
関
す
る
も
の
、
国
際
労
働
会
議
に
関
す
る
も
の
、
世

界
不
況
に
関
す
る
も
の
、
の
四
つ
の
系
列
に
一
応
整
理
で
き
る
。
し
か
し
内
容
か
ら
み
て
申
心
と
な
る
も
の
は
最
初
の
系
列
に
属
す
る
も

の
、
わ
け
て
も
単
行
本
『
社
会
改
造
と
企
業
』
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
で
あ
る
。

『
社
会
改
造
と
企
業
』
の
初
版
は
大
正
一
〇
年
に
下
出
書
店
か
ら
出
た
が
、
こ
れ
に
新
た
に
数
等
の
論
文
を
追
加
収
録
し
て
二
部
に
分
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け
、
主
と
し
て
旧
版
に
あ
っ
た
も
の
を
第
一
部
、
追
加
論
文
の
多
く
を
第
二
部
と
し
た
上
大
正
一
五
年
に
同
文
館
か
ら
、
新
装
再
版
さ
れ

た
。
本
巻
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
十
五
年
版
で
あ
る
。
第
一
部
の
巻
頭
論
文
「
社
会
主
義
と
企
業
者
の
職
分
」
は
大
正
一
〇
年
一
月

『
国
民
経
済
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
が
、
執
筆
は
『
上
田
貞
次
郎
日
記
』
に
よ
る
と
前
年
（
一
九
二
〇
年
）
の
十
一
月
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
賑
や
か
だ
っ
た
幾
多
の
社
会
主
義
論
の
何
れ
も
が
見
落
し
て
い
た
重
要
な
一
点
を
煮
出
し
て
、
「
社
会
改
造
」
に
た
い
す
る
現
実
的

論
議
に
不
可
欠
な
視
座
を
設
定
し
た
独
創
的
論
文
と
し
て
今
に
至
る
ま
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
第
二
の
論
文
は
労
働
者

に
よ
る
生
産
事
業
の
協
同
経
営
を
論
じ
た
「
労
働
者
生
産
組
合
」
で
あ
り
、
母
校
の
研
究
機
関
誌
『
商
学
研
究
』
の
創
刊
号
に
寄
せ
ら
れ

た
。
他
の
五
篇
は
、
社
会
主
義
、
資
本
主
義
、
消
費
組
合
を
論
じ
た
英
人
の
著
作
な
ど
の
書
評
又
は
紹
介
で
あ
る
。
第
二
部
は
、
夫
々
、

租
税
と
社
会
政
策
、
官
業
会
計
、
小
工
業
問
題
、
を
取
上
げ
た
三
篇
の
論
文
の
ほ
か
、
国
際
労
働
会
議
を
紹
介
し
た
二
篇
の
論
文
を
収
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
小
工
業
問
題
研
究
」
は
、
大
正
六
年
一
二
月
の
社
会
政
策
学
会
大
会
の
報
告
を
整
理
し
た
も
の
で
、
わ
が

国
に
お
け
る
中
小
企
業
研
究
に
礎
石
を
据
え
た
労
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
の
中
核
を
な
す
も
の
は
何
と
云
っ
て
も

巻
頭
論
文
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
を
梢
々
詳
細
に
紹
介
し
た
の
ち
、
他
の
諸
論
文
は
概
ね
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
解
説
を
加
え

た
い
。

　
「
自
分
は
今
の
企
業
者
の
才
幹
が
社
会
主
義
の
来
る
と
共
に
無
用
に
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
却
っ
て
益
々
其
職
分
の
重
要
に
な
る
こ
と
を

固
く
信
じ
て
い
る
。
是
が
本
篇
を
草
す
る
所
以
で
あ
る
。
」
と
「
社
会
主
義
と
企
業
者
の
職
分
」
の
冒
頭
に
述
べ
て
い
る
。
現
代
の
資
本

主
義
に
お
い
て
も
営
利
の
み
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
企
業
老
の
そ
う
多
く
な
い
こ
と
を
実
業
界
の
人
々
に
た
い
す
る
質
問
に
よ
っ
て

も
確
め
て
い
る
が
、
営
利
の
為
に
動
い
て
い
る
と
し
て
も
そ
の
生
産
組
織
の
運
営
に
秀
で
た
才
幹
を
も
つ
企
業
者
及
び
そ
の
高
級
使
用

人
、
俗
に
云
う
実
業
家
階
級
を
必
要
と
す
る
。
彼
等
の
オ
能
は
社
会
主
義
の
社
会
に
あ
っ
て
も
そ
の
生
産
能
率
を
維
持
す
る
た
め
に
活
か

さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
公
営
に
適
し
な
い
企
業
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
「
一
部
の
社
会
主
義
者
は
資
本
主
義
の
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企
業
者
が
悪
人
な
る
故
に
資
本
主
義
を
亡
す
べ
し
と
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
自
分
は
若
し
今
の
実
業
家
が
そ
ん
な
悪
人
な
ら
ば
社
会

主
義
的
改
造
の
見
込
な
し
と
思
う
。
実
業
家
が
営
利
以
外
の
動
機
に
よ
っ
て
動
き
う
る
こ
と
、
特
に
『
創
造
の
動
機
』
又
は
社
会
奉
仕
の

動
機
に
依
っ
て
動
き
う
る
こ
と
が
社
会
主
義
を
可
能
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
」
ロ
シ
ア
の
労
農
政
府
は
実
業
家
タ
イ
プ
の
人
物
を
採
用

し
て
生
産
事
業
を
指
揮
さ
せ
、
実
業
家
は
労
働
者
に
対
し
て
訓
練
を
加
え
っ
っ
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
事
実
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
労
働

者
専
制
と
い
う
建
国
の
精
神
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
規
模
生
産
組
織
に
実
業
的
才
幹
を
必
要
と
す
る
証
明
に
な
る
と
述
べ
る
。
し

か
し
、
労
働
者
自
身
に
よ
る
産
業
自
治
の
可
能
性
を
先
生
は
否
定
は
し
て
い
な
い
。
労
働
者
の
精
神
的
進
歩
、
自
治
能
力
の
発
達
、
産
業

管
理
に
関
す
る
理
解
の
向
上
、
に
よ
っ
て
漸
次
に
産
業
自
治
制
度
が
建
設
さ
れ
る
と
思
う
と
述
べ
、
そ
の
自
治
機
関
の
指
導
者
は
実
業
的

才
幹
の
秀
で
た
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会
的
責
任
を
取
り
衆
人
の
信
望
を
負
う
将
来
の
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
」
と
な
る
と
み
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
今
の
実
業
家
と
異
な
り
企
業
利
潤
の
刺
戟
よ
り
も
創
造
の
動
機
又
は
社
会
奉
仕
の
動
機
に
よ
っ

て
働
き
、
資
産
の
大
な
る
に
よ
っ
て
で
は
な
く
唯
そ
の
実
力
才
幹
つ
ま
り
頭
脳
労
働
に
よ
っ
て
社
会
に
重
き
を
な
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
人
材
は
す
で
に
株
式
会
社
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
っ
っ
あ
る
と
み
る
。
け
だ
し
、
「
株
式
会
社
制
度
が
現
代
の
経
済
組
織
に
遵
う
る
所
の

一
特
色
は
企
業
者
職
分
の
分
担
で
あ
る
か
ら
」
で
あ
り
、
将
来
の
社
会
で
は
個
人
株
主
が
消
滅
し
て
、
重
役
は
株
主
の
代
理
で
な
く
し

て
、
公
共
団
体
の
代
理
と
し
て
経
営
に
当
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
い
で
、
社
会
改
造
の
速
度
に
つ
い
て
そ
れ
が
漸
進
的
で
あ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
官
公
事
業
の
非
能
率
と
そ
の
改
良
策
に
ふ
れ
た
の

ち
、
民
間
事
業
の
ま
ま
社
会
化
す
る
方
途
－
公
益
事
業
と
し
て
の
特
許
と
監
督
1
を
提
案
し
（
な
お
、
公
益
事
業
に
た
い
す
る
監
督
な
ど

に
つ
い
て
は
、
東
京
市
政
調
査
会
の
意
見
調
査
結
果
と
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
同
舟
が
作
成
し
た
法
案
に
つ
い
て
先
生
が
見
解
を
表
明
さ
れ
た
論
文
二
篇
を

参
考
ま
で
に
本
巻
に
収
録
し
た
）
、
最
後
に
社
会
化
の
困
難
な
分
野
の
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
か
か
る
分
野
の
企
業
に
対
す
る
政
策

に
言
及
し
た
の
ち
、
私
企
業
の
成
敗
は
「
一
家
の
私
事
」
や
「
自
分
の
損
益
」
の
問
題
で
は
な
く
、
数
万
人
の
生
活
に
大
き
く
関
係
す
る
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こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
そ
の
社
会
的
責
任
を
説
き
、
今
や
実
業
家
の
地
位
も
亦
「
一
介
の
町
人
に
あ
ら
ず
し
て
天
下
の
公
人
と
な
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
結
ん
で
い
る
（
本
巻
所
収
の
「
実
業
家
の
社
会
的
責
任
」
i
大
日
本
蚕
糸
重
創
立
三
〇
周
年
記
念
講
演
i
で
も
、
日
本
の
実
業
家
に
つ
い
て

そ
の
地
位
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
面
々
同
様
な
言
葉
で
そ
の
社
会
的
責
任
殊
に
景
気
安
定
と
労
働
問
題
に
た
い
す
る
責
任
を
強
調
し
て
い
る
）
。

以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
先
生
の
一
時
傾
い
て
い
た
社
会
主
義
は
英
国
労
働
党
を
中
堅
と
す
る
第
二
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
流
れ

に
沿
う
も
の
で
、
第
二
「
イ
ン
タ
ー
」
が
大
正
一
〇
年
八
月
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
い
た
総
会
の
報
告
の
要
旨
を
論
文
中
に
紹
介
し
た
の
ち

「
社
会
主
義
の
社
会
に
お
い
て
無
用
と
な
る
も
の
は
単
純
な
る
資
産
家
、
素
封
家
の
類
に
し
て
実
力
あ
る
実
業
家
は
悉
く
其
位
置
を
得
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
企
業
家
の
職
分
が
「
体
制
」
を
超
え
て
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
認
識
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

「
商
工
経
営
」
を
研
究
し
将
来
経
営
幹
部
た
る
べ
き
優
秀
な
青
年
を
教
育
さ
れ
て
き
た
先
生
に
と
っ
て
は
当
り
前
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
確
か
に
一
般
思
想
家
達
が
見
落
し
て
い
た
重
大
な
責
点
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の
と
略
平
時
を
同
じ
く
し
て
企
業
者
の
「
職
分
」
を
重
視
し
た
主
張
が
西
の
英
国
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
一
九
二
一
年
春
出
版
さ
れ
忽
ち
版
を
重
ね
た
ト
ー
ネ
ー
の
『
獲
得
の
社
会
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
実
の
財
貨
獲

得
、
営
利
中
心
の
社
会
（
》
o
ρ
三
ω
同
刷
く
⑦
ω
0
9
①
曙
）
を
批
判
し
て
、
職
分
定
心
の
社
会
（
閃
¢
コ
6
口
。
置
巴
ω
o
o
δ
蔓
）
の
理
想
を
説
い
た
も
の

で
あ
る
。
「
有
朋
友
自
遠
方
来
、
亦
遊
楽
乎
」
の
一
句
を
冒
頭
に
掲
げ
、
結
論
に
お
い
て
一
致
せ
ぬ
点
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
此
論
調
に
お

い
て
、
又
其
着
想
に
於
い
て
余
の
云
わ
ん
と
す
る
所
、
又
は
既
に
言
い
た
る
所
を
、
外
国
語
で
書
い
て
呉
れ
た
の
が
群
書
で
あ
る
と
思

う
」
と
前
書
し
て
、
〈
ト
ー
ネ
ー
氏
著
『
獲
得
の
社
会
』
〉
の
題
名
の
下
に
早
速
こ
の
書
の
大
要
を
『
商
学
研
究
』
第
一
巻
三
号
に
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
社
会
を
組
織
す
る
各
人
は
必
ず
社
会
の
為
に
何
等
か
の
職
分
を
持
つ
べ
き
で
、
そ
の
職
分

を
尽
く
す
に
必
要
な
権
利
を
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
今
の
社
会
組
織
は
こ
の
権
利
と
義
務
が
主
客
転
倒
し
て
い
る
た
め
に
不
安
を
生
ず

る
。
社
会
奉
仕
で
は
な
く
営
利
を
目
的
と
し
て
経
営
す
る
産
業
主
義
は
、
国
を
守
る
べ
き
軍
隊
が
武
威
を
輝
か
さ
ん
と
し
て
国
民
を
苦
し
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め
て
い
る
軍
国
主
義
と
共
に
、
目
的
と
手
段
の
取
違
え
で
あ
る
。
専
制
君
主
時
代
の
よ
う
に
個
人
が
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
も
の
を
貴

族
や
教
会
が
種
々
の
名
儀
で
取
上
げ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
が
、
働
か
ぬ
人
に
財
産
が
与
え
ら
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
個
人
の
社
会

的
職
分
に
伴
う
か
又
は
そ
の
必
要
条
件
と
な
る
財
産
を
奨
励
す
る
と
共
に
、
然
ら
ざ
る
財
産
は
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、

後
者
を
国
有
に
移
せ
ば
国
家
権
力
が
強
ま
り
個
人
が
職
分
を
尽
く
す
自
由
ま
で
束
縛
さ
れ
る
か
ら
、
む
し
ろ
そ
の
産
業
に
従
事
す
る
総
べ

て
の
労
働
者
の
団
体
の
管
理
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
労
働
者
は
今
の
産
業
社
会
と
は
違
っ
て
勤
労
意
慾
を
高
め
能
率
も
亦

向
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
労
働
者
の
団
体
で
は
支
配
人
、
技
師
、
事
務
員
等
の
精
神
労
働
者
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
。
今
は
営

利
的
企
業
老
の
代
理
人
と
し
て
働
く
が
、
社
会
化
さ
れ
た
将
来
の
産
業
で
は
専
ら
産
業
の
た
め
に
働
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ト
ー

ネ
ー
が
企
業
者
の
職
分
を
認
め
て
い
る
点
が
一
致
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
産
業
の
管
理
を
労
働
者
の
団
体
に
任
そ
う
と
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ッ
ブ
氏
と
共
に
、
「
民
主
制
は
今
尚
政
治
的
に
も
産
業
的
に
も
幼
稚
の
時
代
を
脱
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
ギ

ル
ド
社
会
主
義
者
ト
ー
ネ
ー
の
楽
観
に
追
随
し
難
い
と
批
判
し
て
い
る
。

　
労
働
者
に
よ
る
産
業
の
自
治
に
つ
い
て
は
、
「
労
働
者
生
産
組
合
」
（
一
九
二
一
年
）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
：
ミ
ル
の
予
言
か
ら
筆
を
起
し
て
い
る
ゆ
ミ
ル
は
『
経
済
原
論
』
（
一
八
四
八
年
第
四
野
風
七
章
）
で
、
労
働
者
が
唯
賃
金
を
支
給
す

る
者
の
為
に
従
属
的
地
位
に
就
く
こ
と
に
不
満
を
感
ず
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
労
働
者
に
独
立
の
地
位
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
、
労

働
者
に
よ
る
協
同
組
合
事
業
は
こ
の
必
要
に
応
え
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
種
の
事
業
は
資
本
家
の
企
業
と
競
争
し
て
後
者
を
衰
退
せ
し

め
、
遠
い
将
来
、
労
働
者
の
独
立
と
大
経
営
の
利
益
が
完
全
に
調
和
さ
れ
る
望
み
が
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
予
言
が
あ
っ
て
か

ら
七
十
三
年
に
な
る
が
、
こ
の
種
の
生
産
組
合
は
、
消
費
組
合
の
著
し
い
発
達
と
は
対
照
的
に
、
幾
た
び
か
起
っ
て
は
亡
ん
で
了
つ
た
。

利
潤
分
配
制
や
労
働
者
参
加
の
制
度
も
一
部
の
成
功
を
収
め
た
に
止
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
ミ
ル
の
予
言
は
裏
切
ら
れ
た
が
、
企
業
の
民
主

化
な
く
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
か
か
る
民
主
化
の
方
途
を
探
り
出
す
必
要
あ
り
と
す
る
問
題
提
起
は
依
然
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と
し
て
活
き
て
い
る
と
述
べ
て
、
生
産
組
合
失
敗
も
研
究
に
値
す
る
貴
重
な
体
験
で
あ
る
と
し
て
欧
洲
各
国
に
お
け
る
歴
史
を
、
リ
ー
フ

マ
ン
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
フ
ェ
イ
、
な
ど
の
著
書
に
拠
っ
て
回
顧
し
な
が
ら
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
「
一
種
大
規
模
の
生
産
組
合
」
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
革
命
的
気
力
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
畢
寛
、
生
産
組
合
百
年
の
失
敗
を
た
だ
大
規
模
に
、
産
業
間
の
利
害
対
立

と
い
う
形
で
繰
返
す
危
険
が
大
き
い
と
み
る
ウ
ェ
ッ
ブ
氏
の
見
解
に
与
す
る
。
産
業
の
管
理
者
と
し
て
労
働
者
が
必
ず
し
も
適
し
な
い
と

す
れ
ぽ
、
消
費
者
は
如
何
。
消
費
者
の
団
体
こ
そ
が
正
に
適
切
な
管
理
者
で
あ
る
と
い
う
の
が
ジ
ー
ド
及
び
ウ
ェ
ッ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
両

氏
の
消
費
組
合
論
の
大
要
を
紹
介
し
た
の
ち
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
「
ジ
ー
ド
及
ウ
ェ
ッ
ブ
両
氏
の
消
費
組
合
論
」
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

消
費
者
の
団
体
と
し
て
宗
派
政
党
を
超
え
て
そ
の
力
を
発
揮
し
、
営
利
事
業
に
代
わ
る
と
こ
ろ
に
消
費
組
合
の
目
的
が
あ
る
と
す
る
の
が

ジ
ー
ド
氏
の
立
場
で
あ
り
、
消
費
は
生
産
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
根
本
的
立
場
か
ら
事
業
の
管
理
権
を
労
働
組
合
に
引
渡
す
べ
き
で
な
い

と
す
る
の
が
、
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
任
意
団
体
た
る
消
費
組
合
を
産
業
の
主
人
に
す
べ
し
と
す

る
ウ
ェ
ッ
ブ
氏
の
消
費
組
合
論
は
個
人
主
義
者
か
ら
と
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
か
ら
の
双
方
の
攻
撃
に
向
け
た
「
諸
刃
の
劔
で
あ
ろ
う
」
と

結
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
社
会
主
義
的
改
造
に
対
す
る
非
社
会
主
義
者
の
批
判
者
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
と
ウ
ヰ
ザ
ー
氏
を
取
上
げ
て
い
る
の
が
、

「
社
会
主
義
的
産
業
組
織
に
対
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
の
批
評
」
と
「
ウ
ヰ
ザ
ー
ス
『
資
本
主
義
擁
護
論
』
を
読
む
」
で
あ
る
。
前
者
は

大
著
『
産
業
及
貿
易
論
』
の
付
録
論
文
「
産
業
協
同
化
選
集
産
化
の
功
罪
」
の
、
後
者
は
『
資
本
主
義
擁
護
論
』
の
、
何
れ
も
紹
介
を
主

と
し
て
い
る
。

　
以
上
が
第
一
部
の
内
容
で
あ
る
が
、
増
補
版
の
序
文
に
お
い
て
、
「
そ
の
後
余
の
思
想
に
些
少
な
が
ら
変
遷
あ
り
て
、
今
は
明
ら
か
に
新

自
由
主
義
を
標
榜
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
（
中
略
）
、
旧
稿
は
勿
論
そ
の
ま
ま
と
し
て
あ
る
」
こ
と
、
「
第
二
部
は
そ
の
取
扱
う
問
題
に
つ
い

て
も
改
造
に
た
い
す
る
態
度
に
つ
い
て
も
幾
分
第
一
部
巴
は
異
っ
て
い
る
」
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
第
二
部
の
最
初
の
二
篇
は
社
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会
政
策
に
関
す
る
論
文
で
あ
り
、
一
つ
は
、
「
英
国
に
お
け
る
社
会
政
策
」
と
い
う
題
名
の
下
に
自
由
党
政
府
が
一
九
〇
六
年
か
ら
二

年
ま
で
に
、
小
農
へ
の
土
地
貸
与
、
老
令
年
金
、
最
低
賃
金
、
国
民
保
険
、
な
ど
の
社
会
改
良
を
強
制
的
な
公
共
制
度
と
し
て
、
不
労
所

得
に
た
い
す
る
課
税
を
財
源
と
し
て
導
入
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
人
民
の
代
表
者
特
に
労
働
党
の
賛
成
に
よ
り
貴
族
階
級

に
反
対
し
て
1
政
府
は
上
院
拒
否
権
に
制
限
を
加
え
た
i
進
め
ら
れ
た
点
に
お
い
て
、
社
会
民
主
党
の
運
動
を
鎮
圧
す
る
手
段
と
し

て
実
行
さ
れ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
策
と
異
な
り
、
新
自
由
主
義
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
他
は
「
租
税
と
社
会
政
策
」
と

い
う
題
名
の
下
に
、
当
時
の
社
会
政
策
学
会
に
お
け
る
一
部
の
主
張
に
反
対
し
て
、
分
配
を
公
平
に
す
る
た
め
の
課
税
は
正
義
に
反
す
る

も
の
で
な
く
、
生
産
力
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
弁
護
し
、
不
労
所
得
へ
の
課
税
は
貯
蓄
に
影
響
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

次
に
収
め
ら
れ
た
「
官
業
会
計
法
一
新
の
急
務
」
は
、
官
業
の
拡
張
は
時
代
の
大
勢
で
あ
り
、
そ
の
経
営
が
官
僚
主
義
の
弊
に
陥
ら
ぬ
よ

う
会
計
制
度
の
面
か
ら
改
革
を
加
う
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
、
先
生
の
社
会
改
造
の
論
議
が
会
計
制
度
に
ま
で
配
慮
の
届
い
た
実
学

的
性
格
を
も
具
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ぎ
の
「
小
工
業
問
題
研
究
」
は
、
小
工
業
小
農
は
決
し
て
一
部
の
論
者
の
主

張
す
る
よ
う
に
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
く
存
続
す
る
こ
と
、
但
し
存
続
の
理
由
を
失
う
小
工
業
や
家
内
工
業
も
少
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
に

中
産
階
級
又
は
家
庭
生
活
の
確
保
と
い
う
名
目
か
ら
保
護
を
加
え
る
こ
と
は
時
代
錯
誤
の
政
策
で
あ
る
こ
と
、
存
続
の
理
由
を
も
つ
小
工

業
、
家
内
工
業
に
た
い
し
て
最
低
賃
金
や
徒
弟
取
扱
い
の
取
締
り
に
よ
っ
て
労
働
者
に
た
い
す
る
圧
迫
を
防
ぎ
、
教
育
機
関
、
試
験
所
を

備
え
、
金
融
の
便
を
図
り
、
共
同
化
を
促
進
し
て
能
率
の
増
進
を
図
る
こ
そ
妥
当
な
政
策
で
あ
る
こ
と
、
を
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
説
い
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
中
小
企
業
論
の
古
典
と
も
称
す
べ
き
論
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
社
会
改
造
の
視
野
の
な
か
に
中
小

企
業
が
見
落
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
最
後
の
二
篇
は
何
れ
も
国
際
労
働
会
議
を
取
上
げ
て
お
り
、
「
第
一
回
国
際
労
働

会
議
の
顛
末
」
は
、
同
会
議
に
政
府
代
表
に
任
命
さ
れ
た
同
郷
の
先
輩
に
請
わ
れ
て
顧
問
と
な
っ
た
先
生
が
事
前
の
研
究
と
会
議
で
の
見

聞
に
も
と
ず
い
て
執
筆
し
た
も
の
で
文
語
体
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
「
国
際
労
働
会
議
の
由
来
」
は
英
米
の
出
版
物
の
紹
介
の
形
で
会
議
の
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前
身
に
な
っ
た
諸
運
動
を
叙
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
会
議
で
成
立
し
た
労
働
条
約
案
の
わ
が
国
で
の
批
准
を
促
進
す
る
た
め
国
内
世

論
を
喚
起
せ
ん
と
、
「
華
府
労
働
条
約
と
我
国
の
立
法
」
、
「
国
際
労
働
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
」
の
二
篇
を
夫
々
大
正
一
〇
年
と
一
一
年
に

「
外
交
時
報
」
に
寄
せ
、
そ
の
後
四
年
を
経
て
国
内
関
係
法
規
の
改
正
を
漸
く
見
よ
う
と
す
る
に
及
ん
で
、
「
労
働
法
規
の
実
施
と
国
際

会
議
」
、
　
「
労
働
立
法
に
関
す
る
国
際
的
圧
迫
」
と
題
す
る
二
論
文
を
発
表
し
て
政
府
及
実
業
家
の
み
な
ら
ず
、
世
論
も
亦
国
際
労
働
条

約
案
の
実
現
に
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
篇
は
単
行
本
に
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
関
連
が
深
い

の
で
序
で
に
取
上
げ
た
。
こ
れ
ら
六
篇
の
な
か
に
当
時
著
し
く
劣
悪
だ
っ
た
わ
が
国
の
労
働
条
件
の
改
善
に
寄
せ
た
強
い
関
心
と
情
熱
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
『
社
会
改
造
と
企
業
』
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
平
々
詳
細
に
一
と
云
っ
て
も
輪
廓
の
素
描
に
過
ぎ
な
い
が
1
紹
介
し
て

き
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
著
書
が
先
生
の
優
れ
た
学
風
を
最
も
よ
く
窺
わ
せ
る
労
作
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
先
述
の
如
く
本
巻
の
大
黒
柱
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済
を
あ
く
ま
で
社
会
と
し
て
み
て
、
こ
の
社
会
の
運
営
に
生
産
者
と
消
費
者
が
参
加
し
、

生
産
者
は
さ
ら
に
企
業
者
と
労
働
者
に
分
れ
、
こ
れ
ら
の
問
の
協
力
な
く
し
て
は
生
産
は
発
展
せ
ず
生
活
水
準
も
文
化
も
向
上
し
え
な

い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
利
害
は
対
立
し
、
そ
の
調
整
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
生
産
手
段
の
社
会
化
の
み
に
よ
っ
て
は
解
決

で
き
な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
社
会
化
さ
れ
た
国
々
に
お
い
て
も
企
業
者
の
職
分
の
存
続

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
先
生
は
、
そ
の
よ
う
な
国
で
は
官
僚
独
善
が
強
く
な
り
企
業
者
職
分
が
圧
殺
さ
れ
易
い
危
険
を
、
ソ
連
経
済
の
そ

の
後
の
推
移
に
よ
っ
て
強
く
感
じ
、
官
僚
勢
力
の
特
に
強
い
日
本
で
は
そ
の
危
険
が
殊
に
大
き
い
こ
と
を
憂
慮
さ
れ
て
、
や
が
て
新
自
由

主
義
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
は
第
七
巻
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
論
文
集
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
諸
問
題

が
な
お
未
解
決
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
第
二
次
大
戦
後
の
英
仏
伊
の
産
業
社
会
化
後
の
諸
間
題
や
、
ソ
連
及
東
欧
に
お
け
る
「
経
済

改
革
」
と
そ
の
挫
折
が
、
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
現
実
に
注
意
を
喚
起
し
て
、
眼
を
他
の
諸
論
文
に
転
じ
よ
う
。
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「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
経
済
政
策
」
は
、
ス
ミ
ス
生
誕
二
〇
〇
年
を
記
念
し
た
『
商
学
研
究
』
特
別
号
に
発
表
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
の
国

富
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
大
正
六
年
四
月
か
ら
八
年
二
月
ま
で
当
時
の
専
攻
部
学
生
に
対
し
て
講
義
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
論
文
を
執
筆

し
た
こ
と
自
体
が
自
由
主
義
へ
の
思
想
転
換
の
開
始
に
起
因
す
る
旨
『
日
記
』
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
『
上
田
貞
次
郎
日
記
』
大
正
八

年
一
昭
和
一
五
年
、
八
及
九
五
頁
）
。
ス
ミ
ス
の
経
済
政
策
の
原
則
が
自
然
的
自
由
の
制
度
、
す
な
わ
ち
自
由
競
争
に
あ
っ
た
こ
と
を
是

認
し
な
が
ら
、
こ
の
原
期
に
は
か
な
り
の
例
外
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
な
い
と
指
摘
す
る
。
営
業
や
職
業
の
自
由
を
保
証

す
る
枠
組
は
国
家
の
任
務
た
る
国
防
、
司
法
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
初
め
て
確
立
さ
れ
る
。
ま
た
ス
ミ
ス
が
決
し
て
国
民
を
忘
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
、
「
国
防
は
経
済
よ
り
重
し
」
と
し
て
、
海
運
に
保
護
の
例
外
を
認
め
た
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
異
な
る
職
業

や
営
業
に
追
わ
れ
る
人
々
に
国
民
と
し
て
共
通
の
基
礎
知
識
を
与
え
る
小
学
校
教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
義
務
教
育
を
さ
え
是
認
し
た
。

彼
が
痛
撃
し
た
の
は
、
重
商
主
義
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
、
し
か
も
新
時
代
に
不
適
当
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
保
護
や
制
限
で
あ
っ
た
。
「
重

商
主
義
は
国
家
あ
る
を
知
っ
て
社
会
あ
る
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
ス
ミ
ス
に
至
っ
て
国
家
は
社
会
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
瞭
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ
の
社
会
が
個
人
の
利
己
心
に
も
と
ず
く
活
力
に
よ
っ
て
発
展
し
た
分
業
社
会
で
あ
る
こ
と
は

云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
分
業
社
会
は
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
間
に
も
発
展
す
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
自
身
は
貿
易
の
自
由
が
英
国
に
全

面
的
に
回
復
さ
れ
る
と
望
む
こ
と
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現
を
望
む
と
同
じ
だ
と
云
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
世
論
に
偏
見

が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
重
商
主
義
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
独
占
に
結
び
つ
い
た
多
数
の
個
人
の
利
害
関
係
が
恰
も
過
大
に
膨
脹
し
た
陸

軍
の
よ
う
に
政
府
を
威
圧
し
議
会
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
た
上
、
こ
の
自
由
放
任
政
策
が
こ
の

古
典
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
あ
く
ま
で
生
産
の
み
を
取
上
げ
て
、
分
配
を
忘
れ
て
い
る
点
を
批
判
す
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
以
来
の
唯
一
つ
の

偉
大
な
分
配
政
策
た
る
救
貧
法
に
関
し
て
、
単
に
労
働
の
移
動
を
妨
げ
る
点
の
み
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
に
奇
異
の
感
を
表
明
し
、
自

由
放
任
政
策
の
欠
点
が
こ
こ
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
最
後
に
、
『
国
富
論
』
を
読
ん
で
得
た
最
大
の
教
訓
は
、
「
自
由
主
義
と
資
本
主
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義
が
同
義
で
な
い
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
明
治
政
府
の
経
済
政
策
は
ス
ミ
ス
の
痛
撃
し
た
重
商
主
義
政
策
に
酷
似
し
て
お
り
、
そ
の
保

護
政
策
に
よ
っ
て
短
期
間
内
に
発
達
し
た
資
本
主
義
は
今
後
、
議
会
と
政
府
を
動
か
し
て
、
国
家
の
利
益
を
旗
印
に
消
費
者
を
搾
取
す
る

に
至
る
怖
れ
が
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
十
八
世
紀
の
英
国
を
こ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
た
も
の
と
み
て
、
国
の
内
外
に
わ
た
る
制
限
を
生
ん
だ

諸
独
占
に
た
い
し
て
自
由
放
任
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
自
由
主
義
は
「
資
本
家
の
圧
迫
か
ら
消
費
者
を
解
放
す
る
所
の
一
種
の
社

会
政
策
で
あ
っ
た
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
重
商
主
義
的
過
保
護
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
産
業
政
策
な
り
社
会
政
策
の
日

本
に
お
け
る
必
要
と
遅
れ
が
、
「
今
後
の
産
業
政
策
と
社
会
政
策
」
に
お
い
て
、
ま
た
震
災
后
の
火
災
保
険
に
か
ん
す
る
政
府
援
助
に
関

連
し
て
「
経
済
政
策
よ
り
見
た
る
火
災
保
険
問
題
」
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
巻
に
収
め
ら
れ
た
他
の
単
行
本
た
る
『
戦
時
経
済
講
話
』
は
、
そ
の
序
文
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
正
四
年
八
月
に
文
部

省
の
実
業
教
員
講
習
会
で
受
持
っ
た
講
義
の
覚
書
に
も
と
ず
い
て
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
生
が
欧
洲
に
滞
在
し
て
大
戦
を
経
験
し

た
の
は
四
ケ
月
足
ら
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
主
と
し
て
英
国
の
経
済
雑
誌
に
も
と
ず
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
開
戦
い
ら
い
約
一
ケ
年
ほ
ど
の

英
独
の
戦
時
経
済
の
推
移
を
金
融
、
食
糧
、
外
国
貿
易
、
労
働
、
財
政
に
つ
い
て
描
写
し
、
最
後
に
日
本
に
お
け
る
反
響
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
何
れ
も
資
料
の
許
す
限
り
具
体
的
に
、
筋
道
を
追
っ
て
判
り
易
く
解
明
し
、
戦
後
に
残
る
べ
き
問
題
に
つ
い
て
も
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
い
る
。
殊
に
第
一
章
で
は
戦
争
の
起
り
そ
う
も
な
か
っ
た
諸
状
勢
が
一
変
し
て
世
を
挙
げ
て
戦
争
へ
と
傾
い
て
行
く
趣
が
流
石

に
当
時
現
地
に
居
ら
れ
た
だ
け
に
手
に
取
る
よ
う
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
開
戦
以
来
ニ
ケ
年
の
増
税
政
策
の
推
移
を
述
べ

た
「
英
国
戦
後
の
経
済
政
策
」
と
、
戦
争
に
必
要
な
資
源
の
確
保
と
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
を
狙
っ
た
増
税
及
び
貯
蓄
に
よ
る
「
所
得
」
の

「
徴
募
」
を
述
べ
た
「
英
国
の
戦
時
勤
倹
論
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
戦
後
へ
の
示
唆
に
富
む
展
望
を
含
ん
で
い
る
。
戦
後
に
つ
い

て
は
、
一
九
二
二
年
の
総
選
挙
で
自
由
党
を
越
え
て
第
一
の
野
党
と
な
っ
た
労
働
党
の
躍
進
の
経
済
的
背
景
を
解
説
し
た
「
英
国
政
界
に

お
け
る
労
働
党
の
地
位
」
（
大
正
一
二
年
）
と
、
英
国
の
労
働
組
合
の
大
戦
中
及
戦
後
の
変
化
を
英
書
の
紹
介
を
か
ね
て
説
述
し
た
「
英
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珊
国
労
働
組
合
の
現
状
」
（
大
正
一
四
年
）
が
あ
る
。

　
ま
た
、
戦
後
の
産
業
合
理
化
を
新
聞
紙
上
に
紹
介
し
た
「
欧
洲
に
お
け
る
合
理
化
運
動
」
（
昭
和
五
年
）
、
わ
が
国
の
米
及
び
生
糸
の
価

格
政
策
に
参
考
た
る
べ
き
外
国
の
価
格
調
節
政
策
を
取
上
げ
た
「
米
及
生
糸
の
価
格
調
節
を
中
心
と
し
て
」
と
チ
リ
の
硝
石
や
ド
イ
ツ
の

カ
リ
な
ど
の
独
占
的
統
制
を
取
上
げ
て
そ
の
永
続
し
難
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
「
自
然
的
独
占
品
の
価
格
統
制
」
（
何
れ
も
昭
和
六
年
）

が
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
対
策
を
取
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
別
に
米
国
の
産
業
復
興
法
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
性
格
を
明
ら

か
に
し
た
「
米
国
の
景
気
挽
回
策
」
（
昭
和
八
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
八
月
の
カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
た
太
平
洋
会
議
に
出
席
し
た
時
に

入
手
し
た
資
料
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
、
当
時
と
し
て
は
新
知
識
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
年
に
勃
発
し
た
満
洲
事
変
は
昭
和
十
二
年
に
は
遂
に
日
華
事
変
に
発
展
し
、
日
本
経
済
は
戦
時
体
制
に
突
入
し
た
。
前
年
末
東

京
商
科
大
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
先
生
は
、
二
十
数
年
前
に
親
し
く
現
地
で
見
聞
し
た
英
独
の
戦
時
経
済
へ
の
転
換
を
回
想
し
な
が
ら
、
諸

教
授
分
担
の
戦
時
経
済
特
別
講
義
に
自
ら
総
論
を
担
当
し
て
諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
が
「
戦
時
経
済
の
輪
廓
」
（
昭
和
＝
一

年
十
一
月
報
告
、
翌
年
一
月
『
一
橋
論
叢
』
創
刊
号
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
本
巻
に
収
め
ら
れ
た
論
文
と
し
て
は
最
も
晩
年
の

も
の
で
あ
る
。
戦
争
に
必
要
な
も
の
は
三
つ
の
M
、
マ
ン
、
マ
ネ
ー
、
マ
テ
ィ
リ
ア
ル
で
あ
る
と
述
べ
た
一
英
元
帥
の
言
を
引
用
し
て
、

金
と
物
と
人
に
つ
い
て
動
員
を
考
察
し
て
い
る
。
金
や
物
の
統
制
に
比
べ
て
、
人
力
の
統
制
に
つ
い
て
は
用
意
が
充
分
で
な
い
と
し
、
熟

練
労
働
の
確
保
及
び
養
成
の
必
要
に
ふ
れ
、
軍
需
生
産
の
た
め
の
労
働
強
化
が
健
康
と
能
率
に
及
ぼ
す
べ
き
悪
影
響
を
怖
れ
、
労
使
共
に

こ
の
問
題
に
あ
ま
り
に
無
関
心
で
は
な
い
か
と
憂
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
五
十
銭
銀
貨
に
代
わ
っ
て
発
行
さ
れ
た
小
額
紙
幣
を
将
来
の
補
助
紙
幣
と
し
て
長
く
流
通
せ
し
め
よ
と
の
提
案
を
し
管
理

通
貨
へ
の
志
向
を
示
し
て
い
る
「
小
額
紙
幣
の
発
行
と
そ
の
将
来
」
と
い
う
論
文
（
一
九
一
八
年
）
と
、
社
会
事
業
講
座
に
発
表
さ
れ
た

「
経
済
学
概
論
」
（
一
九
二
八
年
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
経
済
通
論
は
早
く
か
ら
先
生
が
担
当
し
て
き
た
科
目
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
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重
要
な
諸
項
目
を
概
ね
洩
ら
さ
ず
、
時
に
内
外
の
史
実
や
具
体
例
を
引
用
し
な
が
ら
平
易
に
か
つ
要
領
よ
く
四
〇
〇
字
詰
約
八
O
枚
の
分

量
の
な
か
で
講
述
し
て
い
る
。
経
済
政
策
や
社
会
政
策
へ
の
示
唆
も
散
見
さ
れ
て
興
味
深
い
。

　
終
り
に
本
巻
の
主
題
に
関
連
し
て
以
上
の
解
説
を
系
統
的
に
要
約
す
れ
ぽ
、
つ
ぎ
の
如
く
な
る
。
「
社
会
改
造
」
に
お
け
る
社
会
は
産

業
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
主
張
さ
れ
た
社
会
主
義
へ
の
改
造
が
や
が
て
資
本
主
義
の
改
造
あ
る
い
は
改
良
に
移
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
改
良
は
上
か
ら
の
「
飴
」
の
政
策
と
異
な
る
下
か
ら
盛
上
が
る
漸
進
的
改
造
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
戦
争

へ
の
企
業
社
会
の
改
造
の
体
験
が
戦
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
改
造
又
は
改
良
を
促
進
し
、
戦
後
の
不
況
切
抜
け
の
努
力
も
亦
こ
れ
に
関
連

の
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
、
現
実
と
し
て
の
「
社
会
主
義
」
に
あ
っ
て
も
、
今
や
そ
の
改
良
が
避
け
て
通
れ
な
い
重
大
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
誠
に
先
生
が
『
社
会
改
造
と
企
業
』
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
人
類
は
今
後
尚
無
限
の
道
程
を
歩
ま
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
改
造
又
は
改
良
に
お
い
て
中
心
を
な
す
も
の
が
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
マ
ン
」
で
な
い
活
き
た

人
間
で
あ
る
こ
と
、
か
れ
ら
が
企
業
に
お
い
て
諸
々
の
産
業
の
経
営
者
と
し
て
労
働
者
と
し
て
あ
る
い
は
消
費
者
と
し
て
相
互
に
対
立

し
、
し
か
も
そ
の
対
立
を
克
服
し
な
が
ら
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
改
造
の
奉
仕
す
べ
き
真
の
目
的
が
個
人
の
尊

厳
と
自
由
で
あ
る
こ
と
、
を
こ
の
巻
に
収
め
ら
れ
た
著
書
と
論
文
を
通
じ
て
、
先
生
が
今
も
な
お
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
尾
弘
・
太
田
英
一
）
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